
今年度の第２回目の家庭学習強調週間を１０月２日（火）から１０月９日

（火）の期間に実施しました。期間中、保護者の皆様には、声かけや励まし

などのご協力をいただきありがとうございました。  

今回の取組について、「結果や傾向」・「課題」がまとまりましたのでお知ら

せいたします。今後、家庭学習に取り組まれる際の参考にしていただければ

と思います。  

【全校の傾向】  

期間中、登校した日全てで家庭学習を提出することのできた児童数  

 ２年生  ３年生  ４年生  ５年生  ６年生  合計  

達成児童数  ３２  ４４  ３７  ５２  ２５  １９１  

対学 年 全 体比  ６５．３％  ８４．６％  ６８．５％  ９１．４％  ５０ .０％  ７２．６％  

今回の取組では、『家庭学習を全日提出することのできた児童の割合７０％

以上』の目標は達成できています。しかし、個人によって取組に「温度差」

があるようです。学習したことをさらに子ども達にしっかりと身につけさせ

ていくためにも、確実に家庭学習に取り組ませていきたいところです。  

下のグラフは、「家庭学習を未提出だった日数と児童数」について、学年ご

との傾向も整理してみたものです。  

【各学年の傾向】  

 

 

 

 

 

どの学年も４分の３以上  

の児童が「よく家庭学習が  

提出できている」というこ  

とが言えます。特に５年生  

に関しては、全児童が家庭  

学習をしっかりと出せている状況です。しかし、全校的には、まだ１割～２

割の児童が、「あまり家庭学習に対する意欲が高くない状況」でもあるよう

です。積極的に家庭学習に取り組んでくれることに期待したいと思います。  

 今回は、強調週間の様子をまとめましたが、子ども達が、それ以外の日に

も進んで家庭学習にも取り組んでいけるよう、ご家庭でも声かけや励まし等

のご協力をよろしくお願いします。  

 
 ※次回の家庭学習強調週間は、１１月６日 （火）～１２日（月）の５日間に実施します。  

 


